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■ 1. 組織の概要 

項   目 内   容 

事業所名 有限会社 房州リサイクル 
代表者 代表取締役 渡邊 清隆 

法人設立年月日 昭和61年 4月 7日 

資本金 300万円 

本社及び駐車場 本社  〒294-0052  千葉県館山市亀ヶ原1045番地2 

事業活動 
 一般廃棄物収集運搬業、産業廃棄物収集運搬業、一般建設業(土木工事業、とび・土工工事
業、石工事業、管工事業、解体工事業) 、古物商 

環境管理責任者 

氏名及び連絡先 

環境管理責任者 代表取締役 渡邊 清隆  
連絡先   本社    電話：0470-36-1550 FAX：0470-36-1560 

携帯：080-8856-6039 
E-Mail：ausu10@way.ocn.ne.jp  

   新社屋を上記住所に開設し、2021年4月20日から運用を開始しました(巻末に写真と地図を示しました) 
        

■２. 事業の規模                             年度 6月～5月 

活動規模 単位 
2019年度    
(基準年度)       

2020年度 2021年度 2022年度 

売上高 百万円 158 180 148 決算2023.5月 
従業員 人 20 20 20 20 

床面積(本社 事務所) ｍ2  25 (*1) 86.12 86.12 86.12 
敷地面積 ｍ2 340 (*1) 892.0 892.0 892 
駐車場面積 ｍ2 ― 340 340 340 

一般廃棄物収集運搬量 トン 1,586 1,499 2,554 2,428 
産業廃棄物収集運搬量 トン 89 130  69 151 
有価物収集運搬量 トン 177 278 277 260 

工事件数 件 32 15   3 12 
産廃排出量(自社工事分)   トン     27        56  35 35 

             (*1は旧事務所、2021.4.1 より現行事務所へ移動) 
■⒊ 環境負荷                          年度 6月～5月 

項 目 単位 2019年度    
(基準年度)   

 2020年度  2021年度 2022年度 

電気使用量(全社)    kWh     2,252 *1   3,149 *1     7,580 8,784 
軽油使用量(収集運搬車両)   ℓ    32,070    36,206    31,501   31,753 
  〃  (重機)     ℓ       195       546       133      175 
ガソリン使用量   ℓ     1,670     2,217     4,253    4,408 
灯油使用量   ℓ        92        78         0        0 
CO2排出量  Kg-CO2   88,389   99,490 94.985 96,661 
水使用量   m3         0         0        30       31 
OA紙   枚         0    11,500    15,000   20,000 
一般廃棄物 (自社分)   Kg     未把握      未把握 132   144 

       電気の排出係数は0.462kg-CO2/kWh(東京電力エナジーパートナー㈱のH29年度調整後排出係数)を使用 
   (*1は旧事務所、2021.4.1 より現行事務所へ移動)  

■４.登録範囲 
3.1 登録事業所- - - 本社     〒294-0052  千葉県館山市亀ヶ原1045番地2 

          駐車場    〒294-0051  千葉県館山市正木353番地1 

3.2  事業内容- - - 一般廃棄物収集運搬業、産業廃棄物収集運搬業、一般建設業(土木工事業、とび・土工工事業、 
石工事業、管工事業、解体工事業)、古物商 

3.3  認証・登録- - -認証・登録番号- - -0013395 、 認証・登録日- - - 2021年9月22日  
 
3.4  環境活動レポート 
  ・活動期間： 2022年6月1日～2023年5月31日  
  ・作 成 日： 2023年6月29日   
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■⒌ 環境管理体制 有限会社 房州リサイクル 

2022年 6月1日 現在 
(  )は主担当で兼務を示す 

             
 

 
 
                              (渡邊)                 庄司 
 
 
 
 
     塚本、渡邊              (庄司) 
               
 
 

                                       (長谷川)            (吉田)             (塚本) 
                                 

 営業班 総務・経理班 委託班   塵芥班 活動班 役 員 計 
社員    0      1      2     1     1    2     7 
パート    0      1     12     0     0    0    13 
計    0      2     14     1     1    2    20 

                                                     

役割・責任・権限 

代表者(社長) 

・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知 

・EA21の実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備 

・環境管理責任者を任命 

・環境活動レポートの承認 

・課題とチャンスの明確化 

 環境管理責任者 

 ・環境経営システムの構築、実施、管理 

 ・環境関連法規等の取りまとめ 

 ・環境目標・環境活動計画書を確認 

 ・環境活動の取組結果を代表者へ報告 

 ・環境活動レポートの取りまとめ及び確認 

 環境会議 

 ・環境活動計画の共有 

 ・環境活動実施状況の把握と改善事項の徹底 

 ・環境活動計画の提案 

 営業班 

  ・新規顧客開拓 

  ・新規受注取得 

  ・既存顧客管理 

総務・経理班 

 ・社員管理(入退社、資格、賃金) 

 ・購買、電気・軽油・ガソリン等の支払い 

 ・福利厚生 

 業務部 

 ・一般廃・産廃・有価物収集業務 

 ・委託業務 

 ・工事施工 

 全従業員 
 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚 

 ・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加 

代表取締役 渡邊 清隆 

環境管理責任者  EA21事務局 

営 業 班 総務・経理班 業 務 部 

委 託 班 塵 芥 班 活 動 班 
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■ ６． 事業の許可 
6-1 )  一般廃棄物収集運搬業の許可 
① 館山市 一般廃棄物収集運搬等許可証 

   ・許可番号：館山市指令第835号 
   ・業の区分：収集運搬(積替え、保管を行わない) 
   ・営業区域：館山市全域 
   ・許可の年月日：令和4年4月1日 
   ・許可期限：令和6年3月31日 
   ・取扱廃棄物の種類：一般廃棄物 
 

6-2 ) 産業廃棄物収集運搬業の許可 
①千葉県 産業廃棄物収集運搬業許可証 

  ・許可番号：第01200185617号 
  ・許可の年月日：令和2年12月16日 
  ・許可の有効年月日：令和7年11月1日  
 ・事業の区分：収集・運搬(積替・保管を除く) 

    ・産業廃棄物の種類：汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック類(石綿含有産業廃棄物を含み、 
自動車等破砕物を除く)、紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、動物系固形 
不要物、ゴムくず、金属くず(自動車等破砕物を除く)、ガラスくず・コンクリート 
くず及び陶磁器くず(石綿含有産業廃棄物を含み、自動車等破砕物を除く)、がれき類 
(石綿含有産業廃棄物を含む) 
 

6-3 ) 建設業の許可 

   ・許可番号 千葉県知事 許可(般―1)第 53257号 

   ・有効期間  令和元年 6月 18日から令和 6年 6月 17日まで 

   ・建設業の種類 一般建設業(土木工事業、とび・土工工事業、石工事業、管工事業、解体工事業)  

 

6-4) 一般貨物自動車運送事業 
   ・関自貨第314号 
   ・取得日  平成22年6月17日  関東運輸局長 
 
6-5) 古物商 
   ・第441310000786号 
   ・交付日 令和元年7月１７日  千葉県公安委員会 

■ ７． 施設等 

7-1) 運搬車両等の種類と台数   

 

軽油使用車両 台数 ガソリン使用車両 台数 重機(軽油使用) 台数 

塵芥車(3t) 3 キャブオーバー(3t) 1 小型油圧ショベル  1 

塵芥車(2t)  1 バン(0.35) 1 

 ダンプ(2t) 5 箱型  1 

キャブオーバー(0.35t) 2 ダンプ(0.35t) 1 
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■ ８. 環 境 経 営 方 針 

 
 
 
 

有限会社房州リサイクルは一般廃棄物及び産業廃棄物収集運搬業及び外構・エクステリア工事、草刈り、 

樹木伐採業務に携わりながら、次世代への責任として地球環境や化石資源の保護に努め、課題とチャンス 

を踏まえ、積極的に環境に配慮した事業活動を行い、社会から信頼される企業を目指します。 
 
 
 
 

私たちは、EA21環境経営システムを構築し、自主的・積極的に環境負荷の継続的な削減、法規制等

の要求事項を順守するとともに汚染の予防に取組み、チャンスと課題を踏まえて、以下を推進しま

す。この環境方針は開示します。 

 

   ①二酸化炭素排出量及び廃棄物排出量削減を図ると共に、定期的な見直しと改善に努めます。    
 

   ②環境関連法規制及び当社が同意した業界・地域の要求事項を遵守し、環境保全に努めます。  
    

   ③建設工事で発生する廃棄物の再資源化に努めます。 
 

   ④水使用量の削減 

 
⑤製品及びサービスへの環境配慮に努めます。 

 
   ⑥化学物質の適正管理に努めます。 
 

   この環境方針は全社員に周知し、又、公表します。 

制定日： 2021年1月1日 

改定日：  2021年 5月1日 

有限会社 房州リサイクル  

代表取締役    

     渡邊 清隆 
 

1. 基 本 理 念 

⒉ 環 境 経 営 方 針 
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■ ９ ．環境経営目標と環境経営計画   

9-1 環境経営目標 (2023年度～2024年度当初計画と2022年度の見直し)             

(2022年8月9日改定) 

 
※1 電力の二酸化炭素排出量は 0.462kg-CO2/kWh(東京電力ｴﾅｼﾞｰﾊﾟｰﾄﾅｰ㈱平成29年度調整後排出係数)を用いています。 
※2 化学物質は適正に使用します。 

 
[2022年度環境経営目標のポイント] 

① 収集運搬量(産廃+一般廃+有価物)は2021年度実績を3％増加とする。 

② 電気使用量は駐車場は前年実績維持とする。本社は待機所へのエアコン1台追加予定につき前年実績を1%増加する。 

③ 収集運搬車両の軽油使用量は燃費は前年実績維持とし、原単位は前年実績を0.01削減として使用量を設定する。 

重機の軽油使用量は人員が整う迄は 2021年度実績維持とする。 

④ ガソリン使用量は前年実績維持とする。 

⑤ 自社排出廃棄物(OA紙)と一般廃棄物は前年度実績維持とする。 

⑥ 工事廃材の再資源化は2020年度実績の再資源化率45%への復帰を目指す。 

⑦  グリーン購入は事務用品を中心に実施し、進捗管理表にて月次実施状況を評価する。 

⑧  製品・サービスへの環境配慮は地域からの苦情件数をゼロ件とする。 

 

単位
2021年度
実績値

2022年度
当初目標値

2022年度
改定目標値

2022年度
実績値

2023年度
当初目標値

2023年度
改定目標値

2024年度
目標値

有価物 277 285 260 288 263 291

一般廃棄物 2,554 2,631 2,428 2657 2452 2683

産業廃棄敷設 69 71 151 72 153 72

本社 7,144 7,215 8,383 7,215 8,383 7,215

駐車場 436 436 401 436 401 436

合計 7,580 2,021 7,651 8,784 7,651 8,784 7,651

使用量 L 31,501 32,736 32,408 31,753 32,702 32,057 32,999

燃費 km/L 5.22 5.77 5.22 5.41 5.22 5.41 5.22

原単位 L/トン 10.86 17.54 10.85 11.19 10.84 11.18 10.83

軽油(重機) 使用量 L 133 133 175 133 175 133

ガソリン 使用量 L 4,253 1,137 4,253 4,408 4,253 4,408 4,253

灯油 使用量 L 0 56 0 0 0 0 0

LPG 使用量 ㎥ 0 0 0 0 0 0 0

排出量 kg-CO2 94,985 88,170 97,358 96,661 98,116 97,444 98,882

使用量 ㎥ 30 ー 30 31 30 31 30

本社(OA紙) 使用量 枚 15,000 19,500 15,000 20,000 15,000 20,000 15,000

本社(一般物) 排出量 kg/年 132 ー 132 144 132 144 132

再資源化率 ％ 43 ー 43 9.4 43 9.4 43

品目 ― 実施 ー 実施 実施 実施

件数 ― ゼロ ゼロ件の維持 ゼロ ゼロ ゼロ

※1　温室効果ガス排出量

項目

収集運搬量
(有価物+一般
廃+産廃)

数量 トン 1,866

電気使用量 使用量 kWh

燃
料
使
用
量

軽油(収集運搬車両)

水使用量削減

自社から排出
する一般廃棄

物

工事廃材の再資源化(元請分)

グリーン購入(事務用品購入)

製品・サービスへの環境配慮
(地域からの苦情ゼロ)
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9-2 主要な環境経営計画(2021年度～2023年度)     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種別 責任者

電気使用量の削減 ①節電告知ラベル貼付 総務部門

(本社) ②エアコンの省エネ運転

③不必要な照明消灯及び減灯

④クールビズ・ウォームビスの実施

⑤省エネ型製品・機器への切り替え

⑥照明のLEDへの切り替え

⑦ブライド・カーテンの利用による熱出入り調整

軽油・ガソリン使用量の削減 ①エコドライブ順守・徹底 業務部門

②搬送時の効率的なルートの選択、待機時間短縮

③一般道は60km以下の速度で走行

④早めのシフトチェンジでエンジン回転数を1,500回転以下にする

⑤燃費管理データ収集

⑥ラジエーターフィルターのエアーブローを小まめに実施する

⑦暖気運転、冷気運転以外のアイドリングストップ

灯油・LPG使用量削減 ①暖房機器の小まめな運転管理 総務部門

②給湯機器のムダな使用禁止

自社廃棄物の削減 ①ペーパーレス化推進 総務部門

(OA紙) ②使用済み用紙、OA紙の裏紙利用

③使用済み封筒の再利用

(自社廃棄物) ①分別徹底による資源化促進

水使用量の削減 ①水の出しっぱなし注意 事務担当

②漏水点検

③節水コマ設置

④節水ラベル貼り付け

⑤散水、洗車の節水

2021年 収集運搬時の積荷落下事故対応訓練 社長

2022年 地震対応訓練

2023年 建設工事時の事故対応訓練(重機接触事故or梯子落下事故)

①エコマーク商品の選定 総務部門

②購入リスト作成

①運搬時の事故・トラブルゼロ 社長

②最新の排ガス規制や騒音規制に適合した車両を導入する

グリーン購入

製品・サービスへの環境配慮

緊急時対応訓練

項目 環境活動の取り組み施策

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

廃
棄
物
削
減

水
使
用
量
削
減
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■⒑ 環境経営目標への取組結果  

10-1) 2022年度(2022年6月～2023年5月)の実績  

       ◎は 110%以上達成 ○は 97%～109%目標達成、△は 93%～96%達成、×は 92%以下の達成 

環境活動テーマ 単位 2022年度 

目標値 
2022年度 
 実績 達成率(%) 評価 

収集運搬量 

有価物 

t 

285   260 91 × 
一般廃棄物 2,631    2,428 92 × 
産業廃棄物 71      151 212 ◎ 
(合計) 2,987  2,489 95 △ 

電気使用量の削減 駐車場(旧本社事務所) kWh 436   401 104 〇 
本社 7,215    8,383 86 × 

軽油使用量の削減 
(運搬車両) 

使用量 ℓ 32,408   31,753 102 〇 
軽油原単位 ℓ／t 10.85 11.19 97 ○ 
燃費 Km／ℓ 5.22 5.41 104 〇 

軽油使用量削減(重機) 使用量 ℓ 133 175 76 × 
ガソリン使用量削減 ℓ 4,253 4,408 96 △ 
灯油使用量の削減 ℓ    0     0 － ― 
二酸化炭素排出量の削減 Kg-CO2 97,358  96,661 101 〇 

自社廃棄物の削減  OA紙の削減 枚 15,000   20,000 75 × 
一般廃棄物 kg 132     144 92 × 

建設廃材の再資源化（元請分） ％       43       9 21 × 
水使用量の削減  ㎥   30   31 97 ○ 

グリーン購入(事務用品購入) ― 進捗管理表に

て実績評価 
   実施   100 〇 

製品・サービスに対する環境配慮 (地域からの苦情) 件 0 0 100 〇 
※1 電力の二酸化炭素排出量は 0.462kg-CO2/kWh(東京電力エナジパートナー㈱の平成 29 年度調整後排出係数)を用いています。       

※2 化学物質の使用はありません。 

● 2022年度の環境経営目標への取組み結果  

 EA21活動スタートに当たり社内報のエコニュースを掲示し周知しました。又、全社員に環境方針、活動 

目標、責任部署、環境目標値を記載したポケットブック 2022年度版を配布しました。 

2022年度(2022年 6月～2023年 5月)の活動成果は以下のとおりでした。 

① ＣＯ2削減 

  電気使用量削減では駐車場(旧本社事務所)については 2020年度実績維持としました。 

その結果、436kWの実績でした。本社事務所は 2021年 4月から現住所に移設となり、旧事務所の駐車場は照明 

のみの使用となりました。一方、新事務所と敷地内に設置した待機所については実績把握としました。 

次年度からは本年度実績からの削減に全員で取組みます。 

  運搬車輌の軽油使用量は目標比 102%の達成でした。燃費は目標 5.22km/ℓに対して 5.41km/ℓの実績でした。 

エコドライブは徹底しましたが原単位は 97%で未達成でした。近間の仕事が多くなり未達成となりました。                             

重機の軽油使用量は実績を把握しました。 

ガソリンの使用量は 96%の達成でした。小回りの利く対応の為に軽自動車を増車しました。又、稼働も増えまし

た。今後もエコドライブに努めながらお客様の要望に応えていきます。 

②  自社廃棄物の削減 

  OA紙の裏紙使用とゴミ類の分別について取り組みました。OA紙の購入は客先や行政提出書類の為に裏紙による 

対応は出来ないために最小限の購入に努めましたが達成率は 75%と未達成でした。今後もペーパーレスについて 

相手方と相談し乍ら取り組みたいと思います。 

  一般廃棄物の排出は主に事務所からですが、生ごみについては家電のリサイクラーを購入し堆肥化し花壇の肥料

として利用しました。その他のゴミは発生の抑制に努めました。 
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③  廃棄物の収集運搬 

    有価物の収集運搬量は目標比 91%であと一歩のところでした。 

  一般廃棄物収集運搬量は市委託分に加えて新たに可燃物が加わりましたがコロナ禍の為 92%の達成でした。 

一方、産業廃棄物収集運搬量は目標比で 53%と未達成でした。コロナ禍で事業者からのゴミが減少しました。 

④  建設廃材の再資源化 工事件数は人手の関係で今年度は元請工事は 2件の実績で、廃材の分別に注力しま 

したが 43%の目標に対して 9%の実績で未達成でした。廃材の再資源化は工事内容に左右されますがまだ実績が少

ないので暫く様子をみたいと思います。 

⑤ グリーン購入 

  事務用品を中心にエコマーク入り商品の購入に努めました。 

  ⑤ 製品・サービスへの環境配慮 

  収集運搬時の事故・トラブルはゼロ件でした。 

10-2) 2022年度の環境経営計画への取組み評価 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

種別 責任者 2022年度

電気使用量の削減 ①節電告知ラベル貼付 総務部門 4

(本社) ②エアコンの省エネ運転 4

③不必要な照明消灯及び減灯 4

④クールビズ・ウォームビスの実施 3

⑤省エネ型製品・機器への切り替え 3

⑥照明のLEDへの切り替え 4

⑦ブライド・カーテンの利用による熱出入り調整 4

軽油・ガソリン使用量の削減 ①エコドライブ順守・徹底 業務部門 4

②搬送時の効率的なルートの選択、待機時間短縮 4

③一般道は60km以下の速度で走行 4

④早めのシフトチェンジでエンジン回転数を1,500回転以下にする 4

⑤燃費管理データ収集 5

⑥ラジエーターフィルターのエアーブローを小まめに実施する 4

⑦暖気運転、冷気運転以外のアイドリングストップ 4

灯油・LPG使用量削減 ①暖房機器の小まめな運転管理 総務部門 ―

②給湯機器のムダな使用禁止 (使用なし)

自社廃棄物の削減 ①ペーパーレス化推進 総務部門 4

(OA紙) ②使用済み用紙、OA紙の裏紙利用 4

③使用済み封筒の再利用 3

(自社廃棄物) ①分別徹底による資源化促進 5

(:工事廃材の再資源化) ①分別徹底による再資源化促進 工事部門 4

水使用量の削減 ①水の出しっぱなし注意 事務担当

②漏水点検

③節水コマ設置

④節水ラベル貼り付け

⑤散水、洗車の節水

2021年度 収集運搬時の積荷落下事故対応訓練 5

2022年度 地震対応訓練 5

2023年度 建設工事時の事故対応訓練(重機事故or梯子落下事故) ―

①エコマーク商品の選定 総務部門 4

②購入リスト作成 4

①運搬時の事故・トラブルゼロ 社長 4

②最新の排ガス規制や騒音規制に適合した車両を導入する 4

評価点 大変良く活動した

廃
棄
物
削
減

グリーン購入

製品・サービスへの環境配慮

項目 環境経営計画の取り組み施策

二
酸
化
炭
素
排
出
量
削
減

水
使
用
量
削
減

緊急時対応訓練

4

評価点 5 大変良く活動した

4 よく活動した

3 活動した

2 やや不満でであった

1 活動しなかった
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 【特記事項】  
➀2022健康経営優良法人認定証を取得      

従業員への健康配慮を明確にしました。                                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10-3)その他の環境活動 

   1) 緊急時対応訓練実施 
     2023年 1月 27日に大地震を想定した緊急時訓練を実施しました。 
 

① 地震発生                ②社長より社員の安否確認指示 
                             
                                                          
 
 
 
 
 
 
             
       

 
 
② 安否確認作業              ④ドライバーから本社へ連絡 

 
 
 
 
  
   
 
 
 
 
 
 

➅安否確認結果を社長へ報告          ➆訓練結果の総括 
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■⒒ 次年度の取組 

  2023年度の環境経営目標は 7ページ記載の 2020年度～2022年度中期環境目標を、2022年度の実績に基づき 

目標値を見直して取組みます。 

 また、環境経営計画については 8ページ記載の 2019年度～2022年度計画に基づき活動を推進します。 

 
・電力の二酸化炭素排出量は0.462kg-CO2/kWh(東京電力エナジーパートナーのH29調整後排出係数)を使用 
・化学物質は適正使用に努めます。 
 

[2023年度環境経営目標のポイント]  
(1)収集運搬量(産廃+一般廃+有価物)は2022年度実績を1％増加する。 
(2)電気用量は2022年度実績を維持する。 
(3)収集運搬車両の軽油使用量は2022年度原単位実績を0.01削減する。 

     重機の軽油使用量は2022年度実績を維持する。 
(4)営業車のガソリン使用量は2022年度実績を維持する。 
(5)自社排出廃棄物(OA紙)は2022年度実績を維持する。 
(6)工事廃材の再資源化を徹底し、2022年度の実績を維持する。 
(7)グリーン購入は事務用品を中心に実施する。 
(8)製品・サービスへの環境配慮は地域からの苦情ゼロ件とする。 

 
 

単位
2021年度
実績値

2022年度
当初目標値

2022年度
改定目標値

2022年度
実績値

2023年度
当初目標値

2023年度
改定目標値

有価物 277 285 260 288 263

一般廃棄物 2,554 2,631 2,428 2657 2452

産業廃棄敷設 69 71 151 72 153

本社 7,144 7,215 8,383 7,215 8,383

駐車場 436 436 401 436 401

合計 7,580 2,021 7,651 8,784 7,651 8,784

使用量 L 31,501 32,736 32,408 31,753 32,702 32,057

燃費 km/L 5.22 5.77 5.22 5.41 5.22 5.41

原単位 L/トン 10.86 17.54 10.85 11.19 10.84 11.18

軽油(重機) 使用量 L 133 133 175 133 175

ガソリン 使用量 L 4,253 1,137 4,253 4,408 4,253 4,408

灯油 使用量 L 0 56 0 0 0 0

LPG 使用量 ㎥ 0 0 0 0 0 0

排出量 kg-CO2 94,985 88,170 97,358 96,661 98,116 97,444

使用量 ㎥ 30 ー 30 31 30 31

本社(OA紙) 使用量 枚 15,000 19,500 15,000 20,000 15,000 20,000

本社(一般物) 排出量 kg/年 132 ー 132 144 132 144

再資源化率 ％ 43 ー 43 9.4 43 9.4

品目 ― 実施 ー 実施 実施

件数 ― ゼロ ゼロ件の維持 ゼロ ゼロ

水使用量削減

自社から排出
する一般廃棄

物

工事廃材の再資源化(元請分)

グリーン購入(事務用品購入)

製品・サービスへの環境配慮
(地域からの苦情ゼロ)

電気使用量 使用量 kWh

燃
料
使
用
量

軽油(収集運搬車両)

※1　温室効果ガス排出量

項目

収集運搬量
(有価物+一般
廃+産廃)

数量 トン 1,866
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■⒓ 環境関連法規への違反、訴訟等の有無 

当社が遵守しなければならない、主な環境関連法規等は次の通りです。 

〇廃棄物処理法、○建設リサイクル法、〇自動車 NOx・PM法、〇消防法、○浄化槽法、〇道路交通法、 

○道路運送車両法、○フロン排出抑制法、〇労働安全衛生法、〇オフロード法 

2023年 6月 29日に、順法性評価した結果、違反はありませんでした。 

関係当局よりの違反等の指摘及び訴訟は、過去３年間ありませんでした。 

 

■⒔ 代表者による全体の評価と見直し・指示 

(1)見直し結果のまとめ(2022年度) 

報告項目 管理責任者からの報告内容 評価 社長からの指示 

環境経営システム 現行の EA21経営システムに大きな問題は無い。 ○ なし 

環境目標及びパフォ
ーマンス 

別紙 2022 年度環境活動実施計画&実施報告書参照。新本社へ
移ってから 1 年を経過した。電気使用量はエアコン使用増で
未達成であった。軽油の使用量は一般廃棄物収集量減少で目
標を達成した。ガソリン使用量は軽自動車の稼働増で未達成。
CO2排出量は軽油使用量減少で目標を達成した。収集量につい
てはまだコロナ禍の影響があり事業者からの排出が減ってい
る状況にある。建設工事は人手の関係で受注を制限した。今後
体制が整えば積極展開する。再資源化は分別を徹底した。 

△ 

2023年度は2022年度
実績から当初計画を
見直しして取組む。 

 

環境関連法規制 別紙2022年度環境関係法令等登録表／遵守評価記録参照。
2023年 6月 29日に登録表を基に遵法性評価を行ったが問
題は無かった。 

○ 
なし 

外部から苦情・要望 別紙2022年度外部コミュニケーション記録参照。 
2022年度は苦情件数ゼロであった。 

○ 
些細な事でも社長に
報告すること。 

緊急事態の発生と訓

練 

別紙2022年度緊急時対応訓練記録参照。2023年1月27日に

大地震を想定した緊急事態対応訓練を実施した。手順書

の改訂は特に無かった。 

○ 

次年度も何某かの訓

練を実施する。 

是正及び予防処置の
状況 

別紙2022年度是正処置・予防処置報告書参照。2022年度は
環境目標未達成が6か月連続継続した事で社内規程により
以下の是正処置があった。①一般廃棄物収集運搬量9月か
ら2月迄未達成。原因はコロナ禍で事業者からの廃棄物が
減少した。 

△ 

是正処置の件は今後
も継続するので目標
を見直して取り組
む。 

改善のための提案 特になし － なし 

その他見直しに必要

な情報 
登録審査(2022.9.13)で以下の指摘があった。 
➀外部コミュニケーション記録の作成。 
➁環境経営計画に年度緊急事態訓練内容を追記する。 

－ 

直ぐに対応予定。 

評価; ○;活動が十分であった。△;活動に改善の余地があった。×;活動が行われなった。－;該当なし。 

(2)見直しの結果 

 
変更の必
要性の有
無 

①環境経営方針 変更の必要なし。 

②環境経営目標 2023年度は2022年度の実績を基に中期環境目標の一部を見直して活動する。 

③環境経営計画 中期活動計画に基づき活動する。 

④環境経営システム 組織体制を含めて特に変更の必要なし。 
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    新社屋の写真           (2022.2.16撮影) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


